
『体験』は経営資源。

それ、わたしがデザインします。

丹青社は空間デザインを手がける会社です。

空間デザインとは、五感に働きかけるメディアをつくること。

何のための施設か、誰のための施設かを見極めて

訪れる人たちの気持ちに寄り添いながら、事業の目的を伝えます。

集客や販促、購買につながるもの、情報伝達や学習につながるものなど

さまざまな空間をデザインしていますが

どんな空間であれ、訪れた人たちに良い体験を提供すること、

その先に事業者の便益を生み出すことを約束します。

丹青社なら、できるのです。
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いい空間は、経営を変える。   丹青社


